
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年７月１日 

第 37号 

野
々
市
市 

文
化
協
会
だ
よ
り 

発行人 

ご
あ
い
さ
つ 

野々市市文化協会公式キャラクター 

野々市市文化協会だより 第 37号 

野々市市文化協会会長 

中 村 昭 一 

野々市市文化会館フォルテ内 

事務所 

野々市市本町５丁目４番１号 

📞（076）248-8000 

ホームページ 

https://bunkyo.nono1.jp 

新規加入団体 
および新規会員 

募集中！ 

第 37号 令和６年７月１日 ［１］ ［４］ 野々市市文化協会だより 

文
化
活
動
の
功
労
功
績
を
た
た
え
る 

文
化
協
会
表
彰 
野
々
市
市 

令
和
５
年
度
文
化
協
会
表
彰
贈
呈
式
が
11

月
３
日
（
文
化
の
日
）
野
々
市

市
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
に
て
挙
行
さ
れ
、
次
の
11

氏
に
表
彰
状
と
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
贈
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。 

【
文
化
振
興
賞
】 

山
田
利
江
（
椿
愛
好
会
） 

吉
倉
一
美
（
民
謡
協
会
） 

【
文
化
奨
励
賞
】 

坂
尻
年
子
（
美
術
文
化
協
会
） 

森
左
馬
尉
（
美
術
文
化
協
会
） 

塚
本
孝
久
（
民
謡
協
会
） 

格
内
昭
子
（
茶
道
協
会
） 

沖
津
二
郎
（
伝
統
芸
能
剣
詩
舞
会
） 

中
村
久
栄
（
伝
統
芸
能
剣
詩
舞
会
） 

福
野
悦
美
（
伝
統
芸
能
剣
詩
舞
会
） 

 

空
の
青
さ
が
ひ
と
き
わ
眩
し
く
、
本
格
的
な
夏
を
感
じ
さ
せ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

近
年
は
気
候
変
動
な
ど
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
地
球
の
天
変
地

異
に
よ
っ
て
人
々
の
不
安
な
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
元

旦
に
発
災
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
刻
も
早
く
心
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

３
月
に
は
震
災
後
の
様
々
な
制
限
の
中
で
、
復
興
支
援
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
花
と
緑
の
の
い
ち
椿
ま
つ
り
」
と
し
て
、
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
関
係
各
位
の
皆
様
方
に
は
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
市
花
木
ツ
バ
キ
選
定
50

周
年
を
迎
え
て
、
野
々
市
市
か
ら
ツ

バ
キ
の
普
及
啓
発
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
椿
愛
好
会
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
４
月
に
は
、
あ
ら
み
や
公
園
に
て
椿

愛
好
会
の
結
成
50

周
年
記
念
事
業
と
し
て
市
に
寄
付
さ
れ
た
ツ

バ
キ
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ
バ
キ
が
す
く
す
く

と
育
ち
、
花
を
見
る
人
の
心
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
と
と
も
に
多

く
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
文
化
協
会
も
ツ
バ
キ

と
と
も
に
様
々
な
文
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。 

今
後
と
も
皆
様
方
が
益
々
ご
健
勝
で
、
一
層
活
発
な
活
動
を
推

進
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
か
ら
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

野
々
市
市
文
化
協
会 

 
 

会
長 

中
村 

昭
一 

 

短
歌
協
会 

 

香
城 

清
子
さ
ん 

 

茶
道
協
会 

早
森 

千
佳
子
さ
ん 

 

わが協会にこの人あり！ 「期待の星」を紹介するコーナーです 

茶
道
協
会
で
は
県
の
支
援
事
業
と
し
て
『
茶
道
文
化

を
子
ど
も
達
に
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
３
年
間
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
達
に
対
し
て
茶

道
体
験
を
行
う
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
早
森
さ
ん
は
周
り
の
様
子
を
見
な
が
ら
自
分
の
や

る
べ
き
こ
と
を
考
え
、
準
備
や
後
片
付
け
を
率
先
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
達
に
対
し

て
は
に
こ
や
か
に
接
し
、
楽
し
げ
に
茶
道
の
基
本
な
ど

を
教
え
て
い
ま
し
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
早
森

さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人
に
茶
道
の
楽
し
さ
を

伝
え
続
け
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

募金と売り上げ 

嬉野市、城陽市からの応援出店 

ミニ発表会 

百椿図再現展 
市花木ツバキ選定 50周年！ 

【
顧
問
】 

粟 

貴
章
（
野
々
市
市
長
） 

北
村
大
助
（
野
々
市
市
議
会
議
長
） 

吉
田 

修
（
石
川
県
議
会
議
員
） 

馬
場
弘
勝
（
石
川
県
議
会
議
員
） 

大
久
保
邦
彦
（
野
々
市
市
教
育
長
） 

【
参
与
】 

又
多
好
子
（
前
文
化
協
会
副
会
長
） 

岩
脇
銑
一
（
前
文
化
協
会
副
会
長
） 

柿
本
昭
博
（
前
文
化
協
会
副
会
長
） 

髙
見
重
任
（
前
文
化
協
会
理
事
長
） 

 

【
会
長
】 

中
村
昭
一
（
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
） 

 

【
副
会
長
】 

吉
倉
三
喜
男
（
民
謡
協
会
） 

中
川
晃
成
（
美
術
文
化
協
会
） 

清
水
か
ほ
る
（
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
） 

【
理
事
長
】 

小
松
靖
典
（
能
楽
愛
好
会
・
音
楽
文
化
協
会
） 

 

【
副
理
事
長
】 

松
本
豊
紀
（
華
道
協
会
） 

 

【
常
任
理
事
】 

領
毛
隆
一
（
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
） 

北
村
芳
博
（
菊
花
協
会
） 

宮
崎
昭
男
（
椿
愛
好
会
） 

竹
田
明
男
（
美
術
文
化
協
会
） 

池
田
誠
一
（
音
楽
文
化
協
会
） 

西
保
淳
甫
（
華
道
協
会
） 

小
路
秀
明
（
囲
碁
協
会
） 

西
本
正
明
（
将
棋
協
会
） 

藤
井
真
人
（
読
書
会
連
絡
協
議
会
） 

竹
森
公
勝
（
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
） 

【
理
事
】 

福
井
智
惠
子
（
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
） 

堀
江
繁
樹
（
菊
花
協
会
） 

乾
野
ア
イ
子
（
椿
愛
好
会
） 

西
山
恭
申
（
美
術
文
化
協
会
） 

山
本
貴
志
（
音
楽
文
化
協
会
） 

松
本
豊
紀
（
華
道
協
会
）
★ 

長
澤
貞
吉
（
囲
碁
協
会
）
★ 

窪
田 

弘
（
将
棋
協
会
） 

堤
い
づ
み
（
読
書
会
連
絡
協
議
会
） 

釣
見
英
美
子
（
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
） 

塚
本
孝
久
（
民
謡
協
会
） 

長
谷
川
道
子
（
茶
道
協
会
） 

土
屋
照
二
（
短
歌
協
会
） 

高
木
由
次
（
能
楽
愛
好
会
） 

福
野
悦
美
（
伝
統
芸
能
剣
詩
舞
会
） 

和
泉
み
ゑ
子
（
の
の
い
ち
蕎
麦
俱
楽
部
） 

【
監
事
】 

田
村
玲
甫
（
華
道
協
会
） 

長
澤
貞
吉
（
囲
碁
協
会
） 

 

【
幹
事
】 

浅
野 

昇 

紺
矢 

誠 

富
田
佳
代 

★
は
兼
務
で
す
。 

 

戦
後
農
家
の
婦
人
も
短
歌
を
と
い
う
主
旨
で
つ
く

ら
れ
た
「
若
草
短
歌
会
」
を
経
て
、
富
奥
に
結
成
さ
れ

た
「
富
陽
短
歌
会
」
へ
と
入
ら
れ
、
短
歌
を
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
短
歌
を
学
ぶ
仲
間
を
増
し
、
広
く
短

歌
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
「
短
歌

協
会
」
を
結
成
し
、
長
ら
く
会
長
の
任
務
を
果
た
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
役
員
を
続
け
ら
れ
、
会
を

牽
引
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

短
歌
の
大
会
で
は
度
々
入
選
さ
れ
、
力
強
い
お
歌
を

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
浄
福
寺
の
坊
守
さ
ん
と
い
う
立

場
で
会
員
の
日
々
の
困
り
ご
と
や
悩
み
の
相
談
を
聞

か
れ
て
信
頼
を
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
90

歳
を
越
え

ら
れ
た
今
も
短
歌
を
欠
か
さ
ず
詠
草
さ
れ
、
歌
会
に
出

席
さ
れ
て
、
会
員
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

ど
う
か
短
歌
の
道
を
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
歩
ん
で

く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

令和５年度研修旅行～福井方面～ 

【
文
化
功
労
賞
】 

大
西
英
明
（
囲
碁
協
会
） 

中
村
三
明
（
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
） 

  

花と緑ののいち椿まつり２０２４～能登とともに～ 
令和 6 年能登半島地震復興支援 

朝倉氏遺跡 

会員交流ランチ 

大安善寺 

メイン大作 

令
和
６
年
度 

野
々
市
市
文
化
協
会
役
員 

の一部を寄付 

【
常
任
理
事
】 

吉
倉
三
喜
男
（
民
謡
協
会
）
★ 

竹
澤
和
枝
（
茶
道
協
会
） 

中
西
名
菜
子
（
短
歌
協
会
） 

村
上
愼
市
（
能
楽
愛
好
会
） 

北
村
美
津
子
（
伝
統
芸
能
剣
詩
舞
会
） 

岡
田
有
人
（
の
の
い
ち
蕎
麦
俱
楽
部
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［２］ ［３］ 野々市市文化協会だより 野々市市文化協会だより 令和６年７月１日 令和６年７月１日 第 37号 第 37号 

活動場所や日時を紹介するコーナーです 

また、既加入団体の出張派遣など、企業・学校・団体・各種グループのみなさんを様々な形で盛り上げ、サポートします☆ご相談下さい。 

野々市じょんから節保存会 

菊花協会 

椿愛好会 

美術文化協会 

音楽文化協会 

華道協会 

囲碁協会 

将棋協会 

読書会連絡協議会 

社交ダンス愛好会 

民謡協会 

茶道協会 

短歌協会 

能楽愛好会 

伝統芸能剣詩舞会 

ののいち蕎麦倶楽部 

会
長
：
中
村
昭
一 

会
員
数
：
５
０
名 

活
動
日
：
不
定
期
（
ま
つ
り
２
，
３
か
月
前
～
） 

活
動
時
間
：
通
常
夜
間 

活
動
場
所
：
中
央
公
民
館 

問
合
せ
：
２
４
８
・
２
０
３
３ 

 

会
長
：
小
坂 

努 

会
員
数
：
１
３
名 

活
動
日
：
４
月
以
降
随
時
講
習
会  

活
動
時
間
：
午
前
９
時
半
～
11

時 

活
動
場
所
：
小
坂
会
長
宅
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等 

問
合
せ
：
０
９
０
・
７
７
４
８
・
５
６
０
７
（
堀
江
） 

 

会
長
：
宮
崎
昭
男 

会
員
数
：
４
８
名 

活
動
日
時
・
場
所
：
随
時  

問
合
せ
：
０
９
０
・ 

１
３
９
４
・
０
２
１
６
（
乾
野
） 

 

会
長
：
竹
田
明
男 

会
員
数
：
５
５
名 

活
動
日
時
・
場
所
：
其
々 

問
合
せ
：
２
４
８
・
５
８
９
８ 

 

会
長
：
朝
倉
あ
づ
さ 

会
員
数
：
２
０
５
名 

活
動
日
時
・
場
所
：
其
々 

問
合
せ
：o

n
b

u
n
k
y
o
.n

o
n
o
1

@
g

m
a

il.c
o
m

 
 

会
長
：
西
保
淳
甫 

会
員
数
：
５
７
名 

活
動
日
時
・
場
所
：
其
々 

問
合
せ
：
２
４
６
・
４
５
６
６
（
森
） 

 

会
長
：
小
路
秀
明 

会
員
数
：
５
４
名 

活
動
日
：
毎
週
日
曜
日  

活
動
時
間
：
午
後
１
時
～
５
時 

活
動
場
所
：
中
央
公
民
館 

問
合
せ
：
２
４
６
・
４
６
５
４ 

会
長
：
西
本
正
明 

会
員
数
：
９
４
名 

活
動
日
：
毎
週
木
曜
と
土
曜  

活
動
時
間
：
午
後
６
時
半
～
９
時
半 

 
 

 
 

 

（
土
曜
は
９
時
ま
で
） 

活
動
場
所
：
中
央
公
民
館 

 

問
合
せ
先
：
２
４
６
・
４
６
４
３
（
窪
田
） 

 

会
長
：
藤
井
真
人 

会
員
数
：
２
０
名 

活
動
日
時
：
毎
月
第
３
水
曜
の
午
前
10

時
～
12

時
〈
す
ず
か
け
〉 

 
 

 
 

 

毎
月
第
４
土
曜
の
午
前
10

時
～
12

時
〈
ふ
れ
あ
い
〉 

 
 

 
 

 

毎
月
最
終
土
曜
の
午
後
１
時
半
～
４
時
〈
野
露
〉 

活
動
場
所
：
中
央
公
民
館 

問
合
せ
：
２
４
８
・
２
４
１
４ 

 

会
長
：
竹
森
公
勝 

会
員
数
：
２
３
名 

活
動
日
：
毎
週
火
曜 

活
動
時
間
：
午
後
７
時
～
８
時
（
基
礎
） 

 
 

 
 

 

午
後
８
時
～
９
時
（
中
級
）
） 

活
動
場
所
：
中
央
公
民
館 

問
合
せ
：
２
４
６
・
５
７
９
０ 

 

会
長
：
上
田
昭
夫 

会
員
数
：
５
９
名 

活
動
場
所
：
中
央
・
富
奥
・
押
野
・
郷
・
堀
内
の
各
公
民
館 

お
よ
び
女
性
セ
ン
タ
ー 

活
動
日
時
：
各
公
民
館
ま
た
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

問
合
せ
：
２
４
８
・
１
９
５
１
（
塚
本
） 

 

会
長
：
竹
澤
和
枝 

会
員
数
：
５
０
名 

活
動
日
時
・
場
所
：
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 

問
合
せ
：
２
４
６
・
４
０
２
７ 

 

会
長
：
中
西
名
菜
子 

会
員
数
：
１
３
名 

活
動
日
：
偶
数
月
の
各
第
３
土
曜 

活
動
時
間
：
午
後
１
時
半
～
４
時 

活
動
場
所
：
中
央
公
民
館 

問
合
せ
：
２
４
６
・
３
９
０
０ 

 

会
長
：
村
上
愼
市 

会
員
数
：
３
１
名 

活
動
日
：
火
曜 

活
動
時
間
：
午
後
６
時
～
８
時 

活
動
場
所
：
中
央
公
民
館
・ 

 
 

 
 

 

郷
公
民
館
等 

問
合
せ
：
２
４
６
・
３
１
９
７ 

 

会
長
：
福
野
悦
美 

会
員
数
：
２
７
名 

活
動
日
：
毎
週
火
・
水
・
木
・
金 

活
動
時
間
：
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

活
動
場
所
：
中
央
・
郷
・
富
奥
公
民
館 

問
合
せ
：
２
４
８
・
４
１
３
３ 

 

会
長
：
岡
田
有
人 

会
員
数
：
１
７
名 

活
動
日
：
毎
月
２
回 

第
２
．
４
土
曜 

活
動
時
間
：
午
後
５
時
～
８
時
半 

活
動
場
所
：
富
奥
公
民
館 

問
合
せ
：
２
４
８
・
１
７
６
１ 

 

「
学
び
の
杜
の
の
い
ち
カ

レ
ー
ド
」
を
会
場
に
日
本

画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
の
６
部
門
55

名

で
活
動
。 

市
美
術
展
と
マ
ナ
ビ
ィ

フ
ェ
ス
タ
の
協
会
展
で
作

品
を
発
表
し
ま
す
。 

 

会
員
の
菊
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
的

と
す
る
講
習
会
の
他
に
、
野
々
市
小
の

４
年
生
を
対
象
に
菊
づ
く
り
の
指
導
を

し
て
い
ま
す
。 

３
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、

鉢
の
植
え
替
え
、
輪
台
の
取
り
付
け
を

し
て
も
ら
い
、
半
世
後
の
後
継
者
に
育

つ
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。 

毎
週
20

名
ほ
ど
の
方
々
と
棋

力
向
上
を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
。 

初
心
者
の
方
も
参
加
し
や
す

い
雰
囲
気
で
す
。
皆
様
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

大
変
な
局
面
の
一
手
で
悪
手

を
打
ち
、
負
け
る
事
に
・
・
・ 

さ
れ
ど
「
囲
碁
又
楽
し
」 

本
会
は
、
約
90

名
の
会
員
で
、
毎

週
木
曜
日
の
夜
に
、
Ａ
級
・
Ｂ
級
・
Ｃ

級
に
分
か
れ
て
対
戦
し
、
、
２
ヶ
月
ご

と
の
成
績
で
上
位
５
名
と
下
位
５
名

の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
土
曜
日
に
は
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
将
棋
教
室
の
実
施
や
、 

 

読
書
会
で
ま
だ
読
ん
だ
こ
と
の
な
い

小
説
と
の
出
会
い
は
、
世
界
を
少
し
だ

け
広
げ
ま
す
。
自
分
の
人
生
と
本
か
ら

得
ら
れ
る
想
像
の
人
生
、
読
書
会
に
参

加
し
て
交
わ
り
会
う
２
つ
の
人
生
を
語

り
合
い
ま
せ
ん
か
？
い
つ
で
も
あ
な
た

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

初
心
者
や
基
礎
を
見
直
し
た
い
人

向
け
に
、
基
礎
（
初
心
者
）
コ
ー
ス
を

新
設
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
協
会
加
盟
20

周
年
を
迎

え
、
20

周
年
記
念
能
楽
大
会
を
県
立

能
楽
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

多
く
の
人
に
手
打
ち
そ
ば

を
打
つ
事
の
楽
し
さ
と
美
味

し
さ
を
知
っ
て
頂
く
事
と
、
多

く
の
仲
間
と
の
交
流
の
輪
を

広
げ
、
地
域
貢
献
や
手
打
ち
そ

ば
文
化
の
発
表
の
場
所
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
し
ま
す
。 

 

月
の
例

会
で
は
技

術
向
上
の

た
め
自
己

研
鑽
に
努

め
て
各
段

位
取
得
を

目
指
し
ま

す
。 

このほか市内で活動する文化団体の新規加入も募集中です！ 

毎
年
夏

に
は
県

下
野
々

市
将
棋

大
会
を

実
施
し

て
い
ま

す
。 

 

小
学
校
２
年

生

か

ら

70

歳
代
ま
で
同

じ
舞
台
で
楽

し
く
演
じ
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

今
後
も
会

員
数
の
増
加

を
念
じ
な
が

ら
、
伝
統
文 

今
年
は
、
椿
と
共
に
半
世
紀

を
迎
え
「
緑
の
大
切
さ
と
、
人
の

和
」
を
実
践
し
た
椿
ま
つ
り
が

定
着
し
、
33

回
を
数
え
ま
す
。

今
や
県
内
外
か
ら
愛
好
者
が
集

い
、
賑
っ
て
お
り
、
誇
り
に
思
い

ま
す
。
周
年
を
祝
し
、
記
念
誌
の

発
刊
と
、
椿
の
記
念
植
樹
を
行

い
、
生
育
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

昭
和
35

年
に
設
立
さ
れ
、
毎

年
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
ま
つ
り

の
た
め
に
踊
り
と
楽
曲
の
演
奏

練
習
に
励
ん
で
き
た
団
体
で

す
。
祭
り
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ

ン
ト
の
花
添
え
や
全
国
へ
の
普

及
活
動
が
主
な
活
動
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
礼
儀
作
法
を
は
じ
め
と

し
剣
詩
舞
道
の
探
求
や
伝
統
文
化
の

普
及
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
昨
年
11

月
、
百
万
石
文
化
祭

（
国
民
文
化
祭
）
を
記
念
し
て
野
々
市

明
倫
高
校
華
道
吟
お
よ
び
野
々
市
太

鼓
「
結
」
、
泉
の
幼
稚
園
児
た
ち
の
剣

舞
他
、
ゲ
ス
ト
に
神
明
流
剣
詩
舞
道
な

ど
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

興
味
の

あ
る
方

は
是
非

お
気
軽

に
お
声

か
け
下

さ
い
。 

合
唱
、
ジ
ャ
ズ
、
吹
奏
楽
、
管
弦
楽
、
琴
、

和
太
鼓
な
ど
の
10

団
体
が
加
盟
。
小
学
校

や
公
民
館
な
ど
で
練
習
を
重
ね
、
様
々
な

場
所
で
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
４
月

に
全
戸
配
布
し
て
い
る
機
関
誌
「
音
文
協
」

も
是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

「
茶
道
文
化
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
最
終
回
で
、
小
中
学
生
を
対

象
に
「
茶
道
体
験
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
日
頃
正
座
す
る
機
会

が
少
な
い
の
で
、
大
変
そ
う
で

し
た
が
、
皆
さ
ん
楽
し
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
１
回
で
も
体
験

で
き
れ
ば
、
よ
い
思
い
出
に
な

る
と
思
い
ま
す
。 

日
々
の
暮
ら
し
を
短
歌
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
語
は
５

文
字
７
文
字
で
表
現
で
き
ま

す
。
思
っ
た
こ
と
を
文
字
に
す

る
と
、
も
う
そ
れ
は
短
歌
で
す
。 

今
年
は
、
発
表
会
“
民
謡
ま
つ
り
”

を
白
山
市
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ
イ

ン
を
会
場
と
し
、
６
月
23

日
（
日
）
に

開
催
し
ま
し
た
。 

お
客
様
の
拍
手
や
笑
顔
を
支
え
に
、

日
本
全
国
の
民
謡
・
民
舞
55

曲
を
披
露

い
た
し
ま
し
た
。 

【
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
】 

 

令
和
５
年
度
の
活
動
は
「
椿

ま
つ
り
」
へ
の
参
加
、
「
百
椿
図

再
現
展
」
の
展
示
に
始
ま
り
式

典
、
講
演
会
へ
の
生
け
花
の
依

頼
に
応
じ
ま
し
た
。
５
月
に
は

「
40

周
年
記
念
花
展
」
と
同
時

進
行
で
、
県
の
助
成
枠
の
「
子
ど

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
け
花
展
」
の

開
催
で
多
く
の
方
々
に
喜
ん
で

頂
き
、
次
年
度
に
向
け
て
研
鑽

を
積
ん
で
い
ま
す
。 

会
員
は
講
師
の
先
生
に
そ
の
短

歌
を
見
て
も
ら
い
、
更
な
る
表

現
を
導
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

現
役
プ
ロ
（
市
村
先
生
）
指
導
の
も
と
、
心
身
の
健
康
維
持
向

上
の
為
に
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
程
よ
い
汗
を
か
き

ま
せ
ん
か
？
野
々
市
市
以
外
の
方
も
ぜ
ひ
、
見
学
＆
体
験
入
学

し
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

化
の
伝
承
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

和
気

あ
い
あ

い
と
、

楽
し
い

歌
会
で

す
。 

 

美
術
展
・
協
会
展
で 

６
部
門
の
力
作
を
展
示 


